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業績予想の修正に関するお知らせ 

直近の業績動向を踏まえ、2023年３月期の連結業績予想について、下記の通り修正いたしましたのでお知ら

せいたします。 

記 

１． 業績予想の修正について 

2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（2022年５月 11日発表） 
170,000 17,000 18,500 14,000 117.79 

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 170,000 15,000 19,500 13,000 109.78 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） - △2,000 1,000 △1,000 - 

増 減 率 （ ％ ） - △11.8 5.4 △7.1 - 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 ３ 月 期 ） 
148,821 13,068 15,195 12,606 104.54 

２． 修正の理由 

光源事業においては、欧米を中心に複数用途に販売していたナトリウムランプについて、急速な固体光源化に

よる需要減少に伴い販売が減少しており、加えて、関連する棚卸資産の評価損を計上しております。さらに、半

導体市況の悪化により露光用ＵＶランプの販売が、また中国におけるゼロコロナ政策の長期化によりシネマプロ

ジェクター用クセノンランプの販売が想定を下回る見込みです。 

映像装置事業においては、部材調達難に伴う部材価格の高騰により収益性が悪化しております。 

以上により、前回公表した予想数値を下回る見込みとなったことから、上記の通り通期連結業績予想を修正い

たします。なお、第４四半期以降の為替レートは、１３０円/米ドル、１４０円/ユーロを前提とします。 

※上記の業績予想数値は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があります。 

以上 


